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年
頭
挨
拶

　
令
和
２
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
社
会
福

祉
の
推
進
に
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
多
く
の
災
害
が
発
生
い

た
し
ま
し
た
が
、
あ
た
た
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
の
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
情
勢

は
、
少
子
・
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
や
核

家
族
化
、
雇
用
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ

り
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
社
会
的
孤
立
や

経
済
的
困
窮
を
は
じ
め
と
す
る
、
様
々
な

福
祉
課
題
、
生
活
課
題
が
顕
在
化
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
我
が
国
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
行
わ
れ
、
す
べ

て
の
人
々
が
地
域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い

を
共
に
創
り
、
高
め
合
う
こ
と
が
で
き
る

「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
持

続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
へ
の
移
行
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

  
一
方
、
深
刻
化
す
る
介
護
施
設
等
の
福

祉
人
材
不
足
へ
の
対
応
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
福
祉
に
従
事
す
る
方
々
が
誇
り

を
持
っ
て
働
け
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る

と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
仕
事
と
し
て
評

価
・
選
択
さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
共
に
生
き
共
に
つ
く
る
福
祉

社
会
」
を
目
指
し
て
、
地
域
で
の
支
え
合

い
の
構
築
や
、
権
利
擁
護
の
推
進
に
向
け

て
、
皆
様
と
共
に
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

を
受
け
止
め
、
さ
ら
な
る
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

  

一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昭
和
22
年
に
国
民
た
す
け
あ
い
運
動
と

し
て
始
ま
っ
た
共
同
募
金
運
動
も
73
回
目

を
迎
え
、
昨
年
度
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
寄

付
金
の
累
計
は
2
４
4
億
円
余
り
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
か
ら
の
温
か

い
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
改

め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
新
潟

県
共
同
募
金
会
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら

3
年
間
を
「
募
金
力
回
復
期
間
」
と
定

め
、
２
０
2
０
年
代
の
早
い
時
期
ま
で
に

募
金
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
、
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
令
和
元
年
度
は
目
標
額
を
4
億
８
、
6

０
７
万
4
千
円
と
定
め
そ
の
達
成
に
向
け

て
懸
命
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
皆
様
方
か

ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
県
内
の

民
間
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

更
に
は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
支
援
な

ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
1
月
か
ら
は
、
障
害
者
支
援
や
貧

困
対
応
な
ど
特
定
の
テ
ー
マ
に
絞
っ
て
、

助
成
を
受
け
る
団
体
が
積
極
的
に
募
金
活

動
に
参
加
す
る
「
に
い
が
た
・
新
テ
ー
マ

型
募
金
」
と
、
高
齢
者
世
帯
等
の
除
雪
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
支
援
す
る
「
あ
っ
た
か
雪

募
金
」
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
新
潟
県
共
同
募
金
会
は
、
こ
れ
か
ら
も

県
内
の
地
域
福
祉
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
更
な
る
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に
今
後
と
も

な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

社会福祉法人
新潟県社会福祉協議会

会　長
竹　内　希　六

社会福祉法人
新潟県共同募金会
会　長

小　田　敏　三
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令
和
２
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、
福
祉
行
政

の
円
滑
な
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
Ｇ
20
新
潟
農
業
大
臣
会
合
の

開
催
な
ど
「
新
潟
の
魅
力
」
を
広
く
国
内

外
の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

た
１
年
で
し
た
。
本
県
初
開
催
と
な
る

「
国
民
文
化
祭
、
全
国
障
害
者
芸
術
・
文

化
祭
」
に
お
い
て
は
、
県
民
に
障
害
者
の

芸
術
文
化
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

に
な
っ
た
ほ
か
、
障
害
の
あ
る
人
と
な
い

人
が
交
流
す
る
こ
と
で
、
相
互
理
解
の
促

進
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎

え
、
本
県
は
多
く
の
地
方
団
体
と
同
様
、

人
口
減
少
と
い
う
過
去
に
例
の
な
い
深
刻

な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
ま
た
、
県
財

政
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
も
、
活
力
を
維
持
・
向
上
で

き
る
社
会
を
創
る
こ
と
が
急
務
で
あ
り
、

柔
軟
か
つ
新
し
い
発
想
で
県
の
施
策
を
進

め
、「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
の
新

潟
県
」
を
創
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、「
全
て
の
世

代
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
」
の
実

現
に
向
け
て
、
若
者
、
子
育
て
世
代
、
お

年
寄
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
の
「
思

い
や
願
い
」
に
丁
寧
に
耳
を
傾
け
、
小
さ

い
声
に
も
し
っ
か
り
寄
り
添
い
、
市
町
村

と
の
連
携
を
緊
密
に
図
り
な
が
ら
、
課
題

に
対
し
て
一
つ
一
つ
丁
寧
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
、
福
祉
活

動
を
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
本
県
の
地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
て

更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
発

展
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

新潟県知事
花　角　英　世

（
一
財
）新
潟
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
　
長
　
長
谷
川　
　
　
剛

（
一
財
）新
潟
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
　
長
　
光　
村　
利　
寛

（
一
社
）新
潟
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

会　
長　

相　
澤　
知　
子

（
一
社
）新
潟
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

理
事
長　

五
十
嵐　
勝　
彦

（
一
社
）新
潟
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

会　
長　

髙　
橋　
是　
司

新
潟
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
協
議
会

会　
長　

岩　
﨑　
典　
子

新
潟
県
保
育
連
盟

理
事
長　

平　
澤　
正　
人

新
潟
県
私
立
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
連
盟

会
　
長
　
伊　
東　
一　
男

新
潟
県
保
育
士
会

会　
長　

星　
野　
正　
子

新
潟
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

会
　
長
　
平　
澤　
正　
人

（
公
社
）新
潟
県
社
会
福
祉
士
会

会　
長　

星　
井　
勝　
博

（
公
社
）新
潟
県
介
護
福
祉
士
会

会　
長　

宮

崎

則

男

新
潟
県
内
社
協
職
員
連
絡
会

会
　
長
　
宮　
本　
慶　
之

新
潟
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会

会
　
長
　
寺　
口　
能　
弘

（
一
社
）新
潟
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

会
　
長
　
佐
々
木　
勝　
則

新
潟
県
災
害
福
祉
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

会
　
長
　
竹　
内　
希　
六

（
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
入
居
福
祉
団
体
）

謹
賀
新
年
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会
場
内
に
は
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
正
式
種
目
の
「
ボ
ッ

チ
ャ
」
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
壊
れ

た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
す
る
長
岡

お
も
ち
ゃ
病
院
が
出
張
開
院
、

認
知
症
の
相
談
を
行
い
、
参
加

者
同
士
が
交
流
で
き
る
オ
レ
ン

ジ
カ
フ
ェ
も
開
店
、
福
祉
や
介

護
、
健
康
に
関
す
る
最
新
情
報

を
発
信
す
る
約
40
の
企
業
・
団

体
の
ブ
ー
ス
が
出
展
し
ま
し

た
。

障
が
い
の
あ
る
人
の
あ
り
の

ま
ま
の
感
性
で
表
現
し
た
作
品

を
展
示
し
た
「
ア
ー
ル
・
ブ

リ
ュ
ッ
ト
展
ｉ
ｎ
長
岡
ｐ
ｅ
ｔ

ｉ
ｔ
」
も
開
か
れ
、
多
く
の
人

が
熱
心
に
見
て
回
っ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
障
害
の
あ
る
人
た
ち

が
携
わ
っ
た
品
々
が
並
ん
だ
ノ

ウ
フ
ク
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
野
菜

の
重
さ
当
て
も
行
わ
れ
、
に
ぎ

わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
最

初
に
哲
学
者
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
っ
た
「
嫌
わ
れ
る
勇
気
」

の
著
者
の
岸
見
一
郎
さ
ん
が
登

壇
し
、「
よ
く
生
き
る
と
い
う

こ
と
」
と
題
し
て
講
演
。「
対

人
関
係
は
悩
み
の
源
泉
で
あ

り
、
幸
せ
の
源
泉
で
も
あ
る
。

10
人
の
う
ち
１
人
は
自
分
を
信

じ
て
く
れ
る
と
思
っ
て
、
飛
び

込
む
勇
気
が
必
要
だ
」
と
強
調

し
ま
し
た
。
開
場
と
同
時
に
席

に
座
る
人
が
多
く
、
す
ぐ
に
満

席
に
な
る
盛
況
ぶ
り
で
、
立
っ

て
聞
き
入
る
人
も
多
く
い
ま
し

た
。「
い
い
話
だ
っ
た
ね
」
と

言
い
な
が
ら
帰
る
人
も
多
く
い

ま
し
た
。

午
後
の
最
後
は
、
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
「
コ
メ
ッ
ト
さ
ん
」
の
主

演
な
ど
で
知
ら
れ
る
、
女
優
で

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
大
場
久

美
子
さ
ん
が
講
演
。「
地
域
を

元
気
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
～
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な

ら
な
い
で
」
を
テ
ー
マ
に
、
自

身
が
発
症
し
た
「
パ
ニ
ッ
ク
障

害
」
の
闘
病
か
ら
克
服
ま
で
の

体
験
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

話
し
ま
し
た
。
講
演
後
に
は
、

来
場
者
と
の
記
念
撮
影
や
握

手
、
ハ
グ
が
予
定
時
間
を
大
幅

に
超
え
て
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
セ
ミ
ナ
ー
ブ
ー

ス
で
は
、「
障
害
者
の
自
立
支

援
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
や
「
楽
し
く
学
べ
る
成

年
後
見
制
度
」
の
セ
ミ
ナ
ー
が

行
わ
れ
、「
く
す
り
と
健
康
の

イ
ベ
ン
ト　
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ

ｉ
ｎ
長
岡
」の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

多
く
の
来
場
者
が
骨
の
健
康
度

チ
ェ
ッ
ク
や
血
管
年
齢
測
定
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

主
催
は
新
潟
県
社
会
福
祉
協

議
会
、
新
潟
日
報
社
、
長
岡
市

社
会
福
祉
協
議
会
、
共
催
・
長

岡
市
で
開
催
。
上
越
会
場
（
10

月
26
日
）
と
新
潟
会
場
（
11
月

17
日
）も
各
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

岸
見
氏
講
演
に
多
く
の
人
が
感
銘

福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア
２
０
１
９
ｉ
ｎ
長
岡

　
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
提
案
～
明
日
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
～

を
テ
ー
マ
と
す
る
「
福
祉
・
介
護
・
健
康
フ
ェ
ア
２
０
１
９
」(

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
主
催)

が
今
年
も
、
12
月
１
日
に
長
岡
市
・
ハ
イ
ブ
長
岡
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
暖
か
い
日
差
し
に
恵
ま
れ
、

４
８
０
０
人
近
い
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

一人じゃないよと呼びかけた
大場久美子さん

新潟県社会福祉協議会の関谷政友常務
理事・事務局長(左)らがテープカット

盛況だった岸見一郎さんの講演

障がいのある人の感性あふれる作品が
並んだ「アール・ブリュット展」

骨の健康度チェックなどが行われた
「くすりと健康のイベント」
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赤い羽根 情 報赤い羽根
　
３
年
目
と
な
る
「
に
い
が
た
・
新
テ
ー
マ
型
募

金
」（
募
金
期
間：１
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
）

が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
募
金
は
助
成
団
体
が
積
極
的
に
募
金
活
動

に
関
わ
る
こ
と
で
「
寄
付
者
の
共
感
と
納
得
」
を

得
る
新
た
な
募
金
で
あ
り
、
今
年
度
は
14
団
体
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
団
体
の
活
動
内
容
の
詳
細
等
に
つ
い
て

は
新
潟
県
共
同
募
金
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹

介
し
て
い
ま
す
。

「
に
い
が
た
・
新
テ
ー
マ
型
募
金
」

始
ま
る

募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト贈呈

式

　
募
金
百
貨
店
「
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ー
ト
に
い
が
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
第
８
弾
の
募
金
贈
呈
式
が
11
月
26

日
に
㈱
ウ
オ
ロ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
本
社
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
、
ウ
オ
ロ
ク
の
本
多
伸
一
社
長
か

ら
小
田
会
長
に
寄
付
金
87
万
６
，
７
１
４
円
の
目

録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
多
社
長
か
ら
は
「
今
後
も
地
域
社
会
の
発
展
、

社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

小
田
会
長
は
、

「
様
々
な
地
域
福
祉

課
題
に
対
応
す
る
取

組
み
に
有
効
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
す
け
あ
い
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰
式

　
第
67
回
「
た
す
け
あ
い
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

表
彰
式
が
11
月
24
日
に
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
県
内
の
46
小
・
中
学
校
か
ら
１
５
９
編

の
応
募
が
あ
り
、
入
賞
６
編
と
佳
作
20
編
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
榎
田
一
穂
さ
ん
が
「
自
分

の
伸
ば
し
た
手
を

誰
か
が
握
り
返
し

て
、
そ
う
し
て
繋

が
っ
て
い
く
の
が

助
け
合
い
な
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
入
賞
し

た
作
文
は
新
潟

県
共
同
募
金
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。

贈呈式の様子

表彰式の様子

県知事賞
新潟大学教育学部附属新潟中学校１年

榎田　一穂 さん
県教育委員会
教育長賞

長岡市立青葉台小学校３年
宮下　音奏 さん

新潟日報
社長賞

長岡市立川崎東小学校６年
寺井　　優 さん

ＮＨＫ
新潟放送局長賞

上越市立浦川原中学校３年
山﨑　早記 さん

県社会福祉
協議会長賞

新潟市立関屋小学校６年
伊藤　結風 さん

県共同募金
会長賞

長岡市立東中学校２年
田代 愛咲美 さん

団体名 主な活動内容 目標額（千円）
フードバンクにいがた 生活困窮者への食糧支援 2,000
教員サポートSmileういんず クラスサポート支援 600
オーバージーン 問題を抱える人への支援 5,000
新潟いのちの電話 自殺防止運動の展開 100
えんでばよこごし 地域の居場所の運営 700
上越地区手をつなぐ育成会 障害者への支援 150
さいがたぬくもりの会 障害者支援施設の運営 200
ＮＰＯさんじょう 生活困窮世帯への支援 1,000
フードバンクしばた 生活困窮者への食糧支援 2,000
新潟いのちの電話後援会 
下越支部 自殺防止運動の展開 300
サポートセンター柏崎 地域の諸問題の解決 350
NPOかも小町 認知症カフェの運営など 1,800
フォルトネット 引きこもりなど問題を抱

える人への支援 500
夢工房 障害者支援施設の運営 100

合計　14　団体 14,800
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〈SJNK18-13566　2019.1.16 作成 〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

地域福祉活動やボランティア活動の一環として行われる各種行事におけるケガや賠償責任を補償！

送迎サービス補償（傷害保険）

送迎・移送サービス中の自動車事故など
によるケガを補償！
● 送迎・移送サービス利用者を特定したＡプラン
● 送迎・移送サービスのための自動車を特定したＢプラン

● 行事参加者（主催者〔個人〕を含みます。）全員のケガを補償　● 行事主催者の損害賠償責任も補償

福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ヘルパー・ケアマネジャーなどの活動中の
ケガや賠償責任を補償！
● 在宅福祉サービス
（公的介護保険対象外
サービスを含みます。）

● 地域福祉サービス

● 障害福祉サービス
● 児童福祉サービス
● 障害者地域生活支援事業　
● 介護保険サービス　　　　 など

対象となるボランティア活動対象となるボランティア活動 保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）
◆グループの会則に則り企画、立案された活動であること
　（グループが社会福祉協議会に登録されていることが必要です。）
◆社会福祉協議会に届け出た活動であること
◆社会福祉協議会に委嘱された活動であること
※活動のための学習会または会議などを含みます。
※自宅などとボランティア活動を行う場所との通常の経路による
　往復途上を含みます。（自宅以外から出発する場合は、その場所
　と活動場所への往復途上となります。）

保険金をお支払いする主な場合保険金をお支払いする主な場合
● 清掃ボランティア活動中、転んでケガをして通院
　した。（ケガの補償）
● 活動に向かう途中、交通事故にあって亡くなられ
　た。（ケガの補償）
● 活動中、食べた弁当でボランティア自身が食中毒に
　なって入院した。（ケガの補償）
● 家事援助ボランティア活動で清掃中、誤って
　花びんを落としてこわした。（賠償責任の補償）
●自転車でボランティア活動に向かう途中、誤って
　他人にケガをさせた。（賠償責任の補償）

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン

1,040万円 1,400万円

1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

6,500円

350円 510円

500円 710円

10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

4,000円 6,000円

5億円
（限度額）

300万円
（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症の補償 上記後遺障害、入院、通院の
各補償金額（保険金額）に同じ

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

葬祭費用保険金
（特定感染症）

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）   

入院中の手術

外来の手術
手術

保険金

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火または津波）に起因する被保険者自身のケガを補償します（天災危険担保特約条項）が、賠償責任の補償に
　　ついては、天災に起因する場合は対象になりません。

団体割引 20％適用済／過去の損害率による割増引適用

●この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

平成31年度

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、パンフレット・詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3 を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉
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「
人
に
優
し
く
」。
当
た
り
前
の

こ
の
こ
と
を
果
た
し
て
「
本
当
の

意
味
」
で
優
し
く
で
き
て
い
ま
す

か
？

　

そ
ん
な
話
題
を
ふ
と
先
日
耳

に
し
た
。
そ
の
瞬
間
は
深
く
考
え

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の

こ
と
が
少
し
気
に
な
り「
優
し
さ
」

に
つ
い
て
近
所
の
カ
フ
ェ
で
今

に
も
倒
れ
そ
う
な
ふ
わ
ふ
わ
パ

ン
ケ
ー
キ
と
、
い
ま
だ
慣
れ
な
い

苦
手
な
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
き

な
が
ら
考
え
て
み
た
。

　
過
去
を
振
り
返
っ
て
み
る
。
自

分
の
心
の
傷
や
弱
さ
、
悩
み
は
自

分
に
し
か
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
を

他
人
が
理
解
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
そ
れ
で
も
「
も
し
、
自
分
が

そ
う
な
っ
た
ら
」と
本
気
で
考
え
、

寄
り
添
っ
て
く
れ
る
「
優
し
さ
」

が
少
し
の
支
え
と
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
相
手
の
こ
と
を
第
一
に

考
え
、
私
の
た
め
に
仕
事
を
休
ん

で
く
れ
て
、
イ
ヤ
な
顔
を
せ
ず
い

つ
も
通
り
に
接
し
て
く
れ
る
。

「
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
な
ぁ
」

と
思
い
出
し
て
に
や
け
て
み
る
。

そ
ん
な
私
を
見
て
き
っ
と
店
員
は

変
な
客
だ
と
思
っ
た
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
心
温
ま
る
話

も
あ
れ
ば
、
勘
違
い
の
優
し
さ
も

世
の
中
に
は
あ
ふ
れ
て
い
る
。
自

分
が
不
利
益
に
な
る
か
ら
と
「
し

て
あ
げ
た
」
こ
と
を
優
し
さ
と
履

き
違
え
、
そ
れ
を
「
良
い
こ
と
」

だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
「
自

分
中
心
の
優
し
さ
」
が
蔓は

び
こ延
っ
て

い
る
。
他
人
の
言
う
こ
と
を
聞
か

ず
、寄
せ
付
け
ず
、「
君
の
た
め
に
」

「
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
」
と
自

分
の
考
え
を
押
し
つ
け
る
こ
と
が

優
し
さ
な
の
か
。
時
に
他
人
の
押

し
つ
け
た
優
し
さ
と
い
う
善
意
が
、

受
け
た
側
か
ら
し
て
み
る
と
悪
意

や
暴
力
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

正
当
性
さ
え
あ
れ
ば
相
手
が
傷
つ

い
て
も
構
わ
な
い
と
い
う
考
え
は

私
に
は
到
底
理
解
出
来
な
い
。

　
人
を
枠
で
測
ら
ず
、
相
手
自
身

を
見
れ
ば
自
ず
と
人
柄
が
分
か
る

は
ず
。
そ
の
人
が
助
け
を
求
め
た

と
き
、
ど
の
よ
う
に
手
助
け
を
す

る
か
。
優
し
さ
次
第
で
救
わ
れ
る

人
も
い
れ
ば
、傷
つ
く
人
も
い
る
。

本
当
の
意
味
で
の
優
し
さ
を
残
せ

ば
、
き
っ
と
そ
れ
が
別
の
と
こ
ろ

で
優
し
さ
を
生
む
。
今
か
ら
で
も

遅
く
は
な
い
。
優
し
さ
の
種
を
蒔ま

き
、
他
人
に
優
し
い
世
界
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。

　
　
　
　

 　
　
　
　
　

 （
三
青
）

ず～む
2020
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ヤサシサノタネ

　新潟ユニゾンプラザ 情  報
貸ホール・貸会議室は新潟ユニゾンプラザへ
　多目的ホール、大会議室、大・中・小研修室など
用途や規模にあわせてご利用いただけます。
　無料の専用駐車場（220台）を完備しております。
◆貸室の利用申込方法
　�ユニゾンプラザホームページよりお申し込みくだ
さい。貸室の予約状況も公開しています。
　URL：http://www.unisonplaza.jp/

◆主な貸室の紹介
【和室】

［定員］　24～ 40名
［広さ］　81～ 102㎡

　会議・セミナー・教
室など幅広い用途にお
使いいただけます。
　跳ね上げ式テーブル
により、配置換えの移
動も容易にできます。

［広さ］　20畳
（座卓 6卓、座椅子 24本）

　地域の集会やサークルの集
いの場、茶道・華道のお稽古、
趣味などに広くご活用いただ
けます。

【小研修室１～ 4】

寄　付

（敬称略）

日付 令和元年11月29日

寄付者 カナカン株式会社
「乾親会」

寄付額 カップ麺 924食

日　付 令和元年12月11日

寄付者 株式会社本間組
石友会

寄付額 指定寄付 76,000円

日付 令和元年12月14日
寄付者 BSN新潟放送愛の募金
寄付額 2,000,000円

助成対象
施設

 ・新潟天使園　　・みのわの里　工房こしじ
 ・野いちご工房　・クローバー歩みの家
 ・工房はたや　　・セルプこぶし工房　こごめ
 ・板倉ふれあい工房　・希望の家
 ・デイアクティビティセンターはろはろ
 ・新潟県災害ボランティア調整会議

寄付ありがとう
ございました
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2019年11月11日～2019年12月10日福祉NEWS
■介護費用 初の10兆円超

　厚生労働省が11月28日発表

した「介護給付費等実態統計」に

よると、介護保険給付や自己負

担を含む介護費用が2018年度

に初めて10兆円を超えた。ヘ

ルパーの自宅訪問や、通所での

リハビリといった介護サービス

を利用した人も前年度比1.6％

増の517万9200人で過去最高

となり、高齢化の進行で社会保

障費が膨張している実態が浮き

彫りになった。

■「子どもの貧困対策大綱」39指標

　政府は11月29日、貧困家庭

の子どもへの支援方針をまとめ

た「子どもの貧困対策大綱」を閣

議決定した。５年前に策定した

大綱を見直し、貧困の実態をよ

り詳細に把握するため、指標に

「ひとり親の正規雇用割合」「公

共料金の滞納経験の有無」など

を追加、計39項目とした。生

まれ育った環境で子どもの現在

と将来が左右されないよう、早

期の対策や自治体の取り組みを

充実させる。また、子どもの生

活実態や意識に関する全国共通

の調査を来年度にも実施する方

針を決め、大綱に盛り込んだ。

自治体ごとに比較分析し、地域

の実情に応じた取り組みができ

るよう後押しする。

■�単身高齢者のごみ出し支援　

来年３月から

　総務省は、11月30日までに、

ごみを集積場まで運ぶのが困難

な１人暮らしの高齢者らの生活

をサポートするため、戸別訪問

してごみの回収をする市区町村

を財政支援すると発表した。来

年３月に配る特別交付税から経

費の半額を手当する。

　主に高齢の要介護者や障害者

の単身世帯が対象。市区町村は、

玄関先でごみを回収する場合の

人件費などの増加分や、支援を

始めるための対象世帯の調査費

の半額を特別交付税で賄える。

集積場までのごみ出しを代行す

るＮＰＯへの補助金や、社会福

祉協議会などへの委託費にも半

額まで充当できる。

 
  このたび社会福祉施設事業者様に向けて自動車共済に「福祉施設割引」を新設いたしました。 

充実の補償内容と納得の掛金をご確認いただき、ぜひ自動車共済への加入をご検討ください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
☆☆福祉施設割引の適用には一定の条件があります。☆☆ 

※本広告は福祉施設割引の概要を説明したものです。詳しい内容につきましては下記にお問い合わせください。 

  
＜引受共済：関東自動車共済協同組合＞ 平成 30 年 9 月作成  No.1809107 

社会福祉事業を運営する事業所様が所有・使用する 

自動車の自動車共済掛金に 

を適用します。 

ご加入中の自動車保険の無事故等級も 

そのまま継承することができます。 

10％割引  

自動車共済福祉施設割引 

〒951-8133 
新潟市中央区川岸町 1-47-1 新潟県中小企業会館内 

TEL 025-267-1221 FAX 025-233-7255 
URL http://kenkyosai.jp にいがた県共済で検索 

 

経費削減の第一歩にまずはお見積りから！ 
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高
龍
神
社
や
蓬
平
温
泉
で
知

ら
れ
る
長
岡
市
太
田
地
区
は
、

濁
沢
、
蓬
平
、
竹
之
高
地
の
３

つ
の
集
落
か
ら
な
る
地
域
で

す
。
そ
の
拠
点
施
設
の
太
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
一

人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
向
け

「
食
事
サ
ー
ビ
ス
」
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
毎
月
２
回
、
そ

の
お
昼
ご
飯
を
楽
し
み
に
や
っ

て
く
る
お
年
寄
り
は
、
平
均
年

齢
82
、
83
歳
で
、
自
家
用
車
で

送
迎
す
る
の
は
、
団
塊
の
世
代

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
言
う
こ
と

で
す
。

　
「
食
事
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
」
が
正
式
に
発
足

し
た
の
は
、
２
０
０
６
（
平
成

18
）
年
春
。
最
大
震
度
７
を
記

録
し
た
中
越
地
震
で
、
強
い
ら

れ
た
仮
設
住
宅
で
の
生
活
か
ら

戻
っ
て
か
ら
で
し
た
。「
食
事

サ
ー
ビ
ス
」は
、以
前
か
ら
行
っ

て
お
り
、
３
集
落
が
一
緒
だ
っ

た
仮
設
住
宅
で
も
続
け
ら
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
絆
が
続
い
て
い
ま
す
。

中
越
地
震
が
過
疎
化
に
拍
車
を

掛
け
て
い
る
だ
け
に
、「
食
事

サ
ー
ビ
ス
は
、
お
年
寄
り
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一
番
の

目
的
」
で
、
多
い
と
き
に
は
30

人
ほ
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。
食

事
が
終
わ
っ
て
も
、
30
～
40
分

ほ
ど
は
、
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム

を
堪
能
し
て
帰
っ
て
行
く
と
の

こ
と
で
す
。
冬
期
間
は
送
迎
が

難
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
お
弁

当
を
見
守
り
を
兼
ね
て
配
っ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
暮
れ
、
生
命
保
険
協
会

新
潟
県
協
会
か
ら
助
成
を
受
け

て
、
大
鍋
な
ど
調
理
用
具
を
購

入
し
ま
し
た
。
長
年
活
躍
し
て

き
た
調
理
器
具
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
、
中
学
校
の
冬

期
間
の
寄
宿
舎
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
当
時
の
も
の
で
、
も
う

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
食
事
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
」
の
運
営
の
中
心

は
団
塊
の
世
代
で
す
。
そ
の
世

代
が
後
期
高
齢
者
と
な
り
、

「
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
自
助
努
力

で
は
難
し
く
な
る
」
と
言
い
ま

す
。
行
政
な
ど
の
手
助
け
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
食
事

サ
ー
ビ
ス
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
も
、
病
院
系
の
事
業
者

が
行
っ
て
い
る
配
食
サ
ー
ビ
ス

に
切
り
替
え
ざ
る
を
得
な
い
状

況
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
高
齢
の

一
人
暮
ら
し
世
帯
が
多
い
地

区
。
見
守
り
活
動
な
ど
お
年
寄

り
の
ケ
ア
を
ど
う
続
け
て
い
く

か
も
課
題
と
な
っ
て
き
ま
す

が
、
代
表
の
菊
入
さ
ん
は
「
元

気
な
う
ち
は
、
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
す
。　

◇　
　
　
◇

　

地
域
の
社
会
資
源
を
耕
し
、

共
生
社
会
に
向
か
っ
て
、
地
域

を
支
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
福
祉

関
連
団
体
な
ど
の
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。�

＝
随
時
掲
載
＝

お
年
寄
り
が
楽
し
み
に
す
る
昼
食
会

◆ 

メ
　
モ 

◆

　
「
太
田
食
事
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
」
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
長
岡
市

の
太
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
菊

入
隆
夫
会
長
）
の
事
業
と
し
て
行
っ

て
い
る
。
地
区
の
行
事
と
し
て
は
、

花
見
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
敬
老
会
、

し
め
縄
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
ほ
か
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
の

太
田
小
・
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と

お
年
寄
り
が
一
緒
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　
地
域
の
柱
の
太
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は

◆
住
所　
〒
９
４
０
―
１
１
２
１

　
長
岡
市
濁
沢
町
４
８
２
―
３

◆�

電
話　
０
２
５
８
―
２
３
―
２
０
０
２

太
田
食
事
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

（
菊
入
隆
夫
・
代
表
＝
長
岡
市
）

地区社協行事の一環の花いっぱい運動

ある日の献立

ボランティアが協力して盛り付け

話も弾む食事タイム
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本
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
は
、

平
成
４
年
に
会
員
９
人
で
同
好

会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
当

時
は
校
内
で
リ
ン
グ
プ
ル
、
牛

乳
パ
ッ
ク
、
使
用
済
み
テ
レ

フ
ォ
ン
カ
ー
ド
、
古
切
手
な
ど

の
回
収
を
行
う
と
と
も
に
、
校

内
美
化
活
動
を
中
心
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。
１
９
９
４
（
平
成

６
）
年
に
は
、
同
好
会
か
ら
部

に
昇
格
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
回

収
作
業
活
動
の
他
に
、
老
人

ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
活
動
や
各
種

施
設
の
行
事
や
お
祭
り
な
ど
の

補
助
員
と
し
て
も
お
声
が
け
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
、
佐
渡
農
業
高
校

か
ら
佐
渡
総
合
高
校
に
改
組
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
と
同

様
に
各
種
回
収
作
業
活
動
や
各

種
施
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
部
員
は
16
人

で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

に
新
た
に
入
部
す
る

生
徒
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
に
違
っ
た
目
的

を
持
っ
て
や
っ
て
き

ま
す
。
中
に
は
、 

"何

か
見
返
り
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
、
得
に
な
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い" 

と
考

え
て
や
っ
て
く
る
生
徒
も
い
ま

す
が
、
校
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

人
と
触
れ
合
う
こ
と
を
通
し

て
、
や
り
が
い
や
喜
び
を
感
じ

て
、
積
極
的
に
活
動
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
、
地
域
の
中
の

人
脈
を
広
げ
て
い
く
パ
ワ
フ
ル

な
生
徒
も
存
在
し
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
支
援
学
校
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
実
際

に
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
抱
い

て
い
た
不
安
や
自
分
自
身
の
中

に
あ
っ
た
壁
が
取
り
払
わ
れ
、

も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関

わ
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
積
極

的
な
気
持
ち
に
な
っ
て
帰
っ
て

く
る
生
徒
も
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
自

主
性
・
主
体
性
を
持
っ
て
活
動

に
臨
み
、思
い
や
り
の
心
を
持
っ

て
共
に
支
え
合
い
学
び
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
名
前
だ
け
の

部
員
で
は
な
く
、
部
員
一
人
一

人
が
目
的
を
持
っ
て
積
極
的
に

活
動
に
参
加
し
、
地
域
貢
献
で

き
る
部
活
動
に
し
て
い
く
こ
と

が
今
後
の
課
題
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
顧
問

富
田
　
優
子

＝
次
回
は
２
月
号
に
掲
載
＝

に
い
が
た
☆
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介

笑
共に
顔

Vol.14

【部の紹介】
主な活動内容

（１）校内活動　
①ペットボトルキャップ回収活動と清掃
②�赤十字赤い羽根募金・災害等の募金活動

（２）校外活動
①�各種施設（特別支援学校や老人福祉施

設など）のボランティア活動
②24時間テレビ街頭募金活動
③島内イベントへの協力
④３Ｒキャンペーン啓発活動
　（�本校オリジナルエコバッグの無料配布など）

や
り
が
い
、
喜
び
感
じ
、
積
極
参
加

佐
渡
総
合
高
等
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

Ａコープ畑野店にて３Ｒ啓発活動。本校生徒のデザ
インしたオリジナルエコバッグの無料配布

たまったペットボトルキャップを社会福祉協議会へ
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12
月
８
日
、
遠
く
か
ら
や
っ
て
来
た
お
正
月

さ
ま
と
、
事
納
め
で
村
を
去
っ
て
い
く
コ
ト
の

神
さ
ま
が
、
村
は
ず
れ
で
行
き
会
う
と
い
う
話

を
新
潟
県
内
の
あ
ち
こ
ち
で
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
コ
ト
の
神
さ
ま
は
２
月
８
日
か
ら
12
月
８
日

ま
で
の
一
切
の
事
を
取
り
仕
切
る
神
さ
ま
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
10
カ
月
仕
事
を
し
て
２
カ
月

の
休
暇
を
と
る
の
で
し
ょ
う
か
。
家
を
出
る
時

に
お
団
子
を
作
っ
て
も
ら
い
お
祝
い
し
て
も

ら
っ
た
の
で
、
お
正
月
さ
ま
が
家
に
行
っ
て
も

も
う
何
も
な
い
よ
、
と
い
う
コ
ト
の
神
さ
ま
に

対
し
、
お
正
月
さ
ま
は
「
俺
が
行
け
ば
、
雪
の

よ
う
な
マ
ン
マ
に
、紅
の
よ
う
な
ト
ト（
魚
）に
、

油
の
よ
う
な
酒
に
、
ご
っ
つ
ぉ
し
て
待
っ
て
る

あ
ん
だ
す
け
」
と
言
っ
て
村
へ
向
か
い
ま
す
。

　
３
６
５
日
、
人
々
は
生
活
し
、
泣
き
、
笑
い
、

楽
し
み
、
日
が
沈
ん
で
夜
に
な
れ
ば
、
眠
り
に

つ
き
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
日
々
を
暮
ら
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
暮
ら
し
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
く

れ
る
の
が
お
正
月
さ
ま
で
す
。

　
大
掃
除
を
し
、神
棚
の
注し

め
な
わ

連
縄
を
取
り
替
え
、

大お
お
み
そ
か

晦
日
に
は
年と

し
と
り
ざ
か
な

取
魚
や
の
っ
ぺ
を
い
た
だ
き
、

氏
神
様
に
参
っ
て
一
年
の
感
謝
と
新
た
な
一
年

の
発
展
を
願
い
ま
す
。
門
松
は
お
正
月
の
神
さ

ま
の
依よ

り
代し

ろ

で
、
門
松
を
目
印
に
お
正
月
さ
ま

が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
今
は
お
正
月
に
も
ら
う
お
小
遣
い
を
お
年
玉

と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
本
来
は
お
正
月
さ
ま
が

人
々
に
配
る
新
し
い
魂
の
こ
と
で
し
た
。
年
は

取
り
た
く
な
い
と
言
い
ま
す
が
、
新
し
い
魂
を

い
た
だ
い
て
今
年
も
良
い
一
年
で
あ
る
よ
う
お

祈
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
文
・
絵　
高
橋　
郁
丸

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
民
俗
学
会
理
事
・

新
潟
妖
怪
研
究
所
長
）

お
正
月
さ
ま
　
人
々
の
暮
ら
し
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

の

新
潟

信
仰

　
生
命
保
険
協
会
新
潟
県
協

会
（
池
上
茂
樹
会
長
）
は
11
月 

20
日
、
社
会
福
祉
な
ど
の
分

野
で
活
動
し
て
い
る
県
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
18

団
体
に
、
物
品
購
入
費
と
し

て
１
１
７
万
５
千
円
を
寄
贈

し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
柏
崎

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
福
祉

巡
回
車
１
台
を
贈
り
ま
し
た
。

　
新
潟
市
中
央
区
の
新
潟
ユ

ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
た

贈
呈
式
で
は
、
池
上
会
長
を

は
じ
め
、
竹
内
希
六
・
新
潟

県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
12

団
体
が
出
席
。
寄
贈
目
録
を

受
け
取
っ
た
各
団
体
の
代
表

者
は
、
お
礼
と
と
も
に
、
活

動
内
容
や
物
品
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
福
祉
巡
回
車

の
寄
贈
式
が
行
わ
れ
、
池
上

会
長
か
ら
柏
崎
市
社
協
の
本

間
厚
幸
会
長
に
巡
回
車
の

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ー
」
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
社
会
貢
献
・
Ｃ
Ｒ
活
動
に

取
り
組
む
同
協
会
は
、
加
盟

す
る
保
険
会
社
で
働
く
約

５
千
人
の
社
員
・
営
業
職
員

な
ど
か
ら
の
募
金
を
財
源

に
、
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
へ
の
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

生
命
保
険
協
会
新
潟
県
協
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
18
団
体
に
助
成
金

助成を受けたボランティア団体と
生命保険協会新潟県協会のメンバー

福祉巡回車の
ゴールデンキー贈呈
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「
障
が
い
が
あ
る
人
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

作
品
が
地
域
に
浸
透
し
、
地
域
を
彩
る
よ

う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
、
い

ろ
い
ろ
な
所
で
、
形
で
展
示
し
、
多
く
の

人
に
見
て
、
共
感
し
て
も
ら
い
た
い
」

　
そ
の
思
い
が
昨
年
結
実
、
そ
の
一
人
の

デ
ザ
イ
ン
が
、
長
岡
市
を
拠
点
と
す
る
ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
Ｂ
Ｂ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ウ

エ
ア
に
採
用
さ
れ
た
の
で
す
。「
地
域
と

協
力
し
て
ア
ー
ト
で
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
り
上

げ
て
行
け
れ
ば
い
い
な
」。
さ
ら
に
、
作

品
が
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
営
業
し
た
い
、
と
強
調
。
独
特
の

感
性
あ
ふ
れ
る
、
こ
う
し
た
作
家
の
発
掘

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
先
月
１
日
、ハ
イ
ブ
長
岡
で
開
催
の「
福

祉・介
護・健
康
フ
ェ
ア
」の
一
角
で「
ア
ー

ル・ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
in
長
岡
ｐ
ｅ
ｔ
ｉ
ｔ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー

で
す
。
３
年
前
か
ら
関
わ
り
、
障
が
い
の

あ
る
人
の
芸
術
性
に
魅
力
を
感
じ
、
尽
力

し
て
き
ま
し
た
。
コ
ー
ナ
ー
の
真
ん
中
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
に
色
付
け
さ
れ
た
傘
が
さ

ら
な
る
高
み
を
目
指
す
よ
う
に
展
示
し
て

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
当
日
は
、
フ
ェ
ア
に
出
展
し
た
工

房
こ
し
じ
の
ブ
ー
ス
で
、
焼
き
芋
係
と
し

て
忙
し
い
一
日
で
し
た
。
今
は
、
芋
は
仕

入
れ
て
い
ま
す
が
、「
来
年
度
か
ら
は
、

施
設
の
近
く
に
畑
を
借
り
、
芋
作
り
か
ら

や
り
た
い
」と
６
次
産
業
化
を
考
え
ま
す
。

原
価
を
抑
え
、
利
用
者
が
外
仕
事
で
汗
を

流
す
機
会
を
つ
く
り
、
工
賃
増
に
つ
な

が
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
願
い
で
す
。
販
路

も
広
げ
た
い
と
構
想
は
尽
き
ま
せ
ん
。
利

用
者
が
地
域
に
出
て
活
躍
で
き
る
場
を
後

押
し
し
、「
利
用
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
、
仕
事
の
幅
を
広
げ
た
い
」
と
力
説

し
ま
す
。

　
法
人
に
就
職
時
は
、
若
者
の
支
援
に
興

味
が
あ
り
、
障
が
い
者
の
就
職
の
サ
ポ
ー

ト
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、
利
用
者
と

一
緒
に
手
足
を
動
か
し
た
い
、
と
現
場

へ
。
熱
い
語
り
か
ら
は
、
仕
事
が
楽
し
く

て
し
ょ
う
が
な
い
、
と
い
う
思
い
が
あ
ふ

れ
ま
す
。

　
通
勤
時
間
は
１
時
間
ほ
ど
。
で
も
、
帰

宅
す
れ
ば
、
奥
さ
ん
と
３
人
の
ま
な
娘
が

待
っ
て
い
ま
す
。

地 域 で の 障 が い 者 の 活 躍 後 押 し

福 祉 の 現 場
No.41

―�福祉の現場で働く人たちに、�
仕事の魅力と懸ける思いを聞きました―

社会福祉法人 中越福祉会�
みのわの里工房こしじ  主任・職業指導員

足
あ

立
だち

裕
ゆう

介
すけ
さん

◆資格
　精神保健福祉士、社会福祉士
◆モットー
　�おもしろき　こともなく世に　おもしろく
　すみなすものは　心なりけり（高杉晋作
辞世の句）
◆所属団体情報
　�みのわの里工房こしじ
　就労継続支援Ｂ型事業・日中一時支援事業
　長岡市浦 4712 番地１
　0258-92-2535
　e-mail ／ ko-bo-koshiji@minowanosato.jp
　ホームページ／ http://minowanosato.jp

アール・ブリュット展コーナー


